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2016 年６月 14 日に総会により採択された決議 

 

〔主要委員会への付託なし（A/70/L.53 and Add.1）〕 

 

70/267．国際熱帯デー 

 

総会は、 

 

国際年の宣言に関する 1998 年 12 月 15 日の 53/199 と 2006 年 12 月 20 日の 61/185 の総会諸

決議、および国際年と記念祭に関する 1980 年７月 25 日の経済社会理事会決議 1980/67、とりわけ

宣言のための合意された基準に関するその付属文書の第１項から第 10 項を、並びにその中でそれ

が、その計画と資金調達のために必要な基本的な準備が為される前に国際デーまたは年が宣言され

るべきでないことを述べている第 13 および 14 項を再確認し、 

 

熱帯地方の諸国が、著しい発展を遂げてきたが、持続可能な開発を達成するために様々な開発

指標と資料の全体に集中した注意を要求する、様々な課題に直面していることを認識し 1、 

 

地域としての熱帯地方は、世界の総表面積の 40 パーセントを占めそして世界の生物多様性の

ほぼ 80 パーセントとその言語と文化の多様性の多くがそこにあることに留意し、 

 

意識を高めそして熱帯地方の諸国が持続可能な開発目標を達成することにおいて果たすであ

ろう重要な役割を強調するため、あらゆるレベルでの、熱帯地区が直面している具体的課題、世界

                                                   
1 これに関連して、オーストラリア政府は、熱帯国家の事業により為された貢献に注目する。 



の熱帯地帯が影響している問題の遠大な潜在的重要性および必要性を認識し、 

 

１．熱帯国際デーとして６月 29 日を指定することを決定する。 

 

２．全ての加盟国、国際連合システムの諸機関、その他の国際的なまた地域的な機構および非

政府組織を含む市民社会に対し、熱帯地方、熱帯地方が直面する具体的課題および熱帯地方が示し

ている発現しつつある機会の意識を高めるため、適切なやり方でまた国の優先事項に従って、国際

熱帯デーを祝うことを招請する。 

 

３．本決議の実施から生じる可能性のある全ての活動の経費は、自発的拠出金で支払われるべ

きことを強調する。 

 

４．事務総長に対し、適切な遵守のため全ての加盟国、国際連合システムの諸機関および市民

社会組織の注意をこの決議に向けることを要請する。 

 

第 104 回本会議 

2016 年６月 14 日 


